
取扱説明書



パーツ内容



IBEX™ベッドレールの上部T-ナットチャネルに、T-ナットを4個（左右で計8個）挿入します。

希望のクロスバー位置に概ね合わせます。

クロスバーライザーの組付け



内側上部IBEX™ベッドレールT-ナットチャネルにそれぞれT-ナットを4個挿入します。  

事前に挿入したT-ナットと位置を合わせます。



完全に締め付けないでください。

各クロスバーライザーマウントを上部T-ナットに  

2つのM8×20ボルトと2個のM8ワッシャーを使用して取り付けます。  

後で位置合わせをするため、完全に締め付けないでください。



位置合わせを助けるため、完全に締め付けないでください。

クロスバーの位置を決定し、クロスバーライザー

マウントが上部のサイドビームの端から等距離にあることを確認します。

注：クロスバーの最小間隔は81cm

（中心から中心まで）です。

サイドのT-Nutに各クロスバーライザーマウントを

(2) M8 x 20ボルトと(2) M8ワッシャーを使用して取り付けます。

完全に締め付けないでください。



中程度の強度の緩み止め剤の使用が推奨されます。

※ロックタイトなど

クロスバーライザーマウントのボルトを21 Nmで締め付けます。

過度に締め付けないでください。



クロスバーライザータワーの希望の高さを選択します。

クロスバーライザータワーをクロスバーライザーマウントに

2本のM8 x 20 ボルトと2個のM8 ワッシャーを使用します。

ボルトを21 Nm で締め付けます。

反対側も同様に行います。

中強度のスレッドロック剤の使用が推奨されます。

※ロックタイトなど



クロスバーの左右のTチャネルに2個のTナットを挿入します。



クロスバーをクロスバーライザータワーに

2本のM8 x 20 ボルトと2個の M8 ワッシャーを使用して取り付けます。

反対側も同様に行います。

後で位置合わせをする為、完全に締め付けないでください。

クロスバーが左右に正しく位置合わせされていることを確認します。

トルクを21 Nmに締め付けます。



フロントモールの取り付け

ドリル加工済みでスロット入りのフロントモールを、

4本のM8 x 25 ボルト、8個のM8 大型ワッシャー、および 4個のM8 ナットで固定します。

後で位置合わせをする為、完全に締め付けないでください。



 M8 x 16 ボルトを M8 大型ワッシャーを通し、

フロントモールの右上ボルト穴を通し、T-ナットにねじ込みます。

完全に締め付けないでください。



M8 x 16 ボルトを M8 大型ワッシャーに通し、

フロントモールの左上ボルト穴を通し、T-ナットにねじ込みます。

この時点では、まだ完全に締め付けないでください。



 1個の T-ナットを右側の垂直IBEX™ベッドレールT-ナットチャネルに挿入します。



1個のT-ナットを左側の垂直IBEX™ベッドレールT-ナットチャネルに挿入します。



組み立てたフロントモールの左右のTチャネルボルトを、

IBEX™フレームの垂直Tチャネルにスライドさせます。

既存のIBEXにフロントモールをインストールする場合、IBEXトラックベッドクランプを緩め、

フレームをトラックキャビンから離し隙間を作る必要がある場合があります。

これにより、アクセスが容易になります。



右側のフロントモレの底部を事前に配置したT-ナットと合わせ、

1本のM8 x 16ボルトと1個のM8ワッシャーを使用して固定します。

ボルトを21 Nmで締め付けます。

中程度の強度のスレッドロック剤の使用が推奨されます。

（市販のロックタイトなどをご用意ください）



左側のフロントモールの底部を事前に配置したTナットと合わせ、

1本の M8 x 16ボルトと1個のM8ワッシャーで固定します。

ボルトを21 Nmで締め付けます。

中程度の強度を持つスレッドロック剤の使用が推奨されます。

（市販のロックタイトなどをご用意下さい）



最後に、左右のT-Channelボルトを固定した後、

フロントモールのセンターM8 x 25ボルトを締め付けます。



• 説明書に従い、正しい組み立て、取り付けを行ってください。

• フロントのモールパネルをドリルや切断で改造すると、パネルの強度が低下します。

• すべてのボルトとネジの締め具合を定期的に確認してください。

• この製品は、4WDサスペンションのアフターマーケットアップグレードを必要とする地形や、

    ロッククライミング、ジャンプ、ボギング（湖沼や河川での水中走行）、

    または高速オフロード走行を含む使用を想定して設計されておらず、使用しないでください。

    経験豊富なオーバーランドドライバーは、この製品を使用する際、

    車両の速度と車両荷重の総重量およびその分布を、溝や岩の多い地形において考慮し、

    必要に応じて荷重、速度、またはその両方を減らす必要があります。

    滑らかな砂利道 / グラベルはオフロードとはみなされません。

• 責任を持って運転してください。

使用上の注意
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